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1 は じ め に

近年、新形質米が各地で栽培されている。本県では、

村山・置賜・庄内地域を中心に「ミルキークイーン」が

作付けされ、「スノーパール」は当研究部のある最上地

域を中心に 5ha作付けされている。「スノーパール」は

東北農業試験場 (現東北農業研究センター)が育成した
早生品種で、栽培指標の早期策定が望まれていた。
「スノーパール」を、倒伏させず (倒伏程度 2以下)、

安定的な収量 (a当たり収量 58kg)・ 品質 (―等米)を
確保するための栽培指標として、収量構成要素、施肥法、

生青指標、倒伏診断を示したのでここに報告する。

2試 験 方 法

(1)試験年次   1999～ 2001年
(2)供試品種   スノーパール
(3)試験場所   山形県農業研究研修センター中山間
地農業研究部内圃場 (新庄市)及び最上町現地圃場
(4)試験区の構成 基肥は窒素成分で (全層)03,0 4kg
/a、 (活岩)0,0 2kg/aと し、穂肥は窒素成分で (幼
穂形成期)0,01,0 2kg/a、 (減数分裂期)0,0 1kg
/aの区を設定した。
(5)苗質 中苗、カロ温出芽、ハウス育苗

3 試験結果及び考察

(1)収量構成要素

籾数と精玄米重との関係 (図 1)をみると、2000年は

ぽ当たり籾数が 31万粒まで増カロしているが、3万粒以
上になると発芽粒などの増カロにより等級が低下しやすい

傾向にあった (成績省略)。 2001年は、ni当 たり籾数が 3

万粒以上になると、精玄米重が低下する傾向が認められ

た。「スノーパールJは倒伏程度が大きくなると発芽し
やすいことから、得長および穂数と倒伏程度の関係を図

2、 3に示した。得長は 90cm以上、またポ当たり穂数
は 380本以上になると倒伏程度が 2以上になり、その他

収量構成要素については、一穂籾数は 78粒、千粒重は
240gが適正と考えられた (成績省略)。

(2)施 llL法

高品位安定生産のための施肥法について検討した結
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果、全層基肥は 04kゴ aが 0 3kglaよ り倒伏程度が大きく、

活着期追肥の施用により、茎数の伸びが大きく穂数が確

保された。穂Л巴|ま幼穂形成期 (出穂前 20日 )のみに
0 2kgra施用する場合が良好となった (成績省略)。

(3)倒伏診断

倒伏程度を2以下に抑えるため、幼穂形成期 (出穂前

20日 )に基準量の穂月巴ができるか判断する必要がある。

このため、H薬期の 7月 10日 (出穂前 25日 )におけ
る茎数と倒伏程度を示した (図 4)。 2000、 2001年の結

果では、ポ当たり茎数が530本以上で倒伏程度が 2以上

になることが認められた。また、7月 10日 の生育と倒

伏程度をみると、r当たり穂数が 530本で、草丈が 72cm

で葉色値 (フ ジカラースケール :以下同じ)48、 草丈

77cmで葉色値 44で倒伏程度が 2程度になることが認
められる (図 5)。 次に、穂肥対応と倒伏程度をみると、つ0

日0 2kg/a>‐20日 0 1kg/a>o15日 0 1kg/aの順
に倒伏程度が大きくなり、穂肥を調節することで主に稗

長の伸びが141市1され、倒伏を軽減することが認められた

(表 1)。

草丈 cm

図5 7/10(H葉期)の生育と倒伏程度

4 ま と め

以上の結果、lll伏程度を2以下に抑え、収量 58kg/a
を確保する基本的な施肥窒素体系は全層 0 3kg/a、 活

着 0 2kg/a、 幼穂形成期 (‐20日 )0 2kg/aで ある。ま
た、11来期 (7月 10日 )の診断により倒伏が懸念される

場合は、穂肥の時期と量を調節することにより倒伏が軽

減できる。これらの結果から、中山間地域での栽培指標

を策定した。
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(1)栽培指標

ア 苗種   中苗
イ 栽植密度 20～ 23株 /ぽ
ウ 移植時期 5月 15日 ～ 25日
工 出穂期  8月 5日
オ 基準施肥空素量 (kg/al
基肥 (全層)03
活着期    02
幼形期 (‐20日 )02
合 計   o7

茎数;本/ポ 草丈;cm 葉色値 ,フン・カラースケ予

530未 満

72 4 8未満
75 4 6未満
77 4 4未満

この基準を越えた場合は、穂肥時期または量を調整する。
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(3)生育指標

項 目 6月 10日 6月 20日 6月 30日 7月 10日

草丈 cm 31 41 55 69

茎数 本/ぽ 297 483 555 520
葉数 枚 6   9 8   5 9   7 10 8
葉色 フン
・
カラー 4 4 4   9 5   0 4 5

(4)倒伏程度が2以下となる H葉期(7/10)の生育

(2)甚本指標
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